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提出頂いた測定データは匿名化され、誰の情報かわからないようにしたう
えで、日本妊娠高血圧学会に提供されます。

弘前大学大学院医学研究科　産科婦人科

提供された情報をもとに、日本妊娠高血圧学会でデータの統計解析を行
います。

　本研究の対象者に該当する可能性のある方で，情報を研究目的に利用されることを希望されない患者
さんもしくは患者さんの代理人の方は，下記の連絡先までお申し出ください。

弘前大学医学部附属病院で診療を受けられる皆様へ

妊娠高血圧症候群早期発見のための家庭血圧の有用性について

当院で妊婦健診、出産、産褥健診を受けられる方のうち、同意が得られ
た妊婦さん

　本院では，下記の研究を実施しておりますのでお知らせいたします。

産婦人科

家庭血圧測定の普及に相まって、外来受診時に血圧高値を認めた場合、
家庭血圧測定を施行し治療の参考とする例が増加してきていますが、妊
婦における家庭血圧の正常値は設定されていません。正常妊婦の妊娠
週数に合わせた家庭血圧正常値の設定と、妊娠高血圧症候群の早期発
見のための家庭血圧測定の有用性を検討する必要があります。

妊娠高血圧症候群の早期発見のため、家庭血圧測定の有用性の検討
と、その正常値の設定および治療介入のタイミングについて妊娠週数と
血圧値の関連性について明らかにすることです。

開示すべき利益相反はありません。

日本妊娠高血圧学会


